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 インドは、ロシアによるウクライナ侵攻と西側諸国によるロシアへの経済制裁をめぐり、西側と良好な

関係を保つ一方で、制裁には加わらずロシアとも良好な関係を維持している。侵攻以降の印ロの関

係発展は、インドによるロシア産原油を中心とするエネルギー資源の輸入拡大に依るところが大きい

ことは言うまでもない。侵攻と制裁によって欧州がロシア産エネルギーの輸入を減らした分をインドが

買い支える構図が続いている。一方で、人口増や急速な経済発展によってエネルギー需要が年々

拡大するインドにとっても安価なロシア産原油はエネルギー安全保障の観点から非常に有益である。

ロシアと西側の対立が長期化する中、ロシアとインドは相互補完的に経済関係を強めているのだ。 

 しかし、西側にとってインドの動向は、ロシアの経済および継戦能力を維持するための支援として受

け入れ難く、友好国でありながらもインドを批判する言動がみられる。特にトランプ米大統領は2025

年８月にインドに対して50％という関税を課すことを決定。最大の貿易相手国による高関税はさすが

のインドにも大きな打撃である。そしてついに2026年２月、インドがロシア産原油の輸入を停止するこ

とを条件にトランプ大統領が18％まで対インド関税を引き下げることを決定したと報じられた。米印の

駆け引きにおいて、米国の勝利ともとれる報道であったが、それほど単純ではなさそうだ。 

 本稿では2025年の印ロ貿易の中からインドによるロシア産原油の輸入に焦点を当て、最新の動向

について概説する。 
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